
1 7 7 6 論 文 抄 録

5 8 1 . 4 ･ A : 5 8 L
L O 1 5

摩擦摂動 に つ い て
(1)

(第3 報, 最大静止 摩擦力が孤立点 とな る場合)

高野英資
(2 )

, 石 橋達弥
(3 )

一 定速度 で走行す る ベ ル ト上の 物体がばね 力と非線

形摩擦力をうけてす べ り運動す る場 合に発生する摩擦

に よる坂動を取扱 っ た .
こ こ で は非線形摩擦力と して

運動摩擦力が ベ ル トと物体と の あい だの 相対す べ り速

度 の 関数 で蘇 り, 運動摩擦力速度特性曲線は, 傾斜が

正
, 零 , 負 ∴

･ :i! 本の 折れ 線で しめ され てい る ･ また ,

相対速度が零 の とき運動摩擦力が最大静止 摩擦 力と
一

致 しな い 静倉を促定 し, 粋性曲線を五 つ の 変数で あら

ゎ して い る . 摩擦に よ り発生す る定常振動解は 線形方

程式 の解の つ な ぎ合 わせ の 方法 に よ り電子 計算機を利

用 して もと め られた . 前報と 同様, リミ ッ トサ イ ク ル

の 分類, 発生範臥 ベ ル ト速度に対す る振幅変化 の よ

うすが の べ られて い る .
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